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橋梁メンテナンス技術者のスキル・キャリア向上のための 
リカレント教育プログラム構築に関する研究 

 

舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教 授 ○玉田和也 

舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 准教授  毛利 聡 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター 特命准教授  嶋田知子 

1． 研究目的 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）では，地域インフラを守る

建設技術者のメンテナンス技術力向上を目的に，ｅラーニングと講習会を組合せた“ｅ＋ｉＭｅｃ講

習会”を実施している．このうち，導入編，基礎編，応用編で構成される橋梁点検技術者育成課程に

ついては，令和 2 年度 3 月末までに延べ 631 人が受講し，技術資格（『橋梁点検技術者』及び『准橋

梁点検技術者』）の認定登録者数は 360 人に上る．今般，ｉＭｅｃでは，連携 4 高専（福島，長岡，

福井，香川），放送大学，長岡技術科学大学と連携・協力し，『KOSEN 型産学共同インフラメンテ

ナンス人材育成システムの構築』に向けた 5 ヵ年（2019～2023 年度）の取組を開始した（図 1）．

本研究は，この取組の柱の一つである“職場を離れることなく受講可能なリカレント教育プログラム

の開発・実施”を行うものであり，現場で橋梁点検に携わる技術者が，特定分野についてより専門的

な知識及び技能を修得し，高度な知識及び技能が必要となる橋梁診断を実施できる技術レベルの獲得

を目指すリカレント教育プログラムを開発し，橋梁点検技術者育成課程の上位プログラムとなる橋梁

診断技術者育成課程を新設すること目的とする．また，橋梁診断技術者育成課程に対応する技術資格

『橋梁診断技術者（仮称）』を創設し，国土交通省登録資格とすることで，インセンティブを付与す

るとともに，リカレント教育による学びがスキル・キャリア向上に繋がる好循環の創出を目的とする． 

Society5.0を牽引するインフラメンテナンス人材
を育成するためのリカレント教育が急務

KOSEN型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築

少子高齢化・労働人口減少
社会基盤（インフラ）高齢化

 実務家教員育成研修プログラムを開発し，産学連携でリカレント教育プログラムの講師を育成

 若手建設技術者を主な対象とし，職務を離れることなく受講可能なリカレント教育プログラムを開発・実施

 全国５カ所のリカレント教育拠点に育成した実務家教員を配置し，リカレント教育プログラムを全国展開

→ リカレント教育プログラム修了者，特に高専卒（准学士）の技術者について，修士課程への社会人入学を支援

課題・問題
 安全・機能確保対策の必要性大
 維持管理・修繕等の需要が増大

• 全国の橋梁ストックは約72万橋（国道3割．市町村道7割）
• このうち，建設後50年以上経過した橋梁が10年後には5割超
• 町の3割，村の6割で橋梁保全業務に携わる土木技術者不在
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• 地方では高等教育を受けた技術者が非常に少ない
• 実務者のインフラメンテナンス分野の経験が乏しい
• 建設技術者のICTスキルが不十分で建設現場の生産性が低い
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図 1 『KOSEN 型産学共同インフラメンテナンス人材育成システムの構築』取組概要 
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2． 研究方針 

本研究では，橋梁メンテナンスに必要なスキルを体系化し，学修テーマ毎に e ラーニングと超短期

（最長 3 日間）の講習会からなる小講座とすることで，現場を離れることなく自らのニーズに合わせ

て受講可能で，段階的かつ体系的に実践スキルを修得できるリカレント教育プログラムを構築する．  

開発するリカレント教育プログラムは，学生のキャリア教育や若手技術者・異分野技術者等の育成

に対応できるよう，ステップアップ型の教育プログラムとする．アクティブ・ラーニングをふんだん

に取り入れたカリキュラムにより，橋梁の点検及び診断に必要な知識・技能，及び，橋梁メンテナン

ス実務に必要な ICTスキルを効率的かつ効果的に修得し，より高度な知識・技能が必要となる橋梁診

断を実施できる技術レベルの獲得を目指す．開発においては，ｉＭｅｃで実績がある橋梁点検技術者

育成講座等の教育コンテンツを活用し，充実，発展することで，図 2 に示す体系的なリカレント教育

プログラムを構築する．本研究では，橋梁点検技術者育成課程（【導入編（橋梁点検）】，【基礎編

（橋梁点検）】，【応用編（橋梁点検）】）の上位プログラムとして，橋梁診断技術者育成課程を新

設するため，約 3 ヵ年をかけて新たに 4 つの専門特修講座（【橋梁長寿命化対策】，【構造物の詳細

調査】，【施工技術と施工管理】，【建設ＩＣＴ】）と【橋梁診断技術者認定講座】を開発し，実証

講座による検証を行う．  

開発初年度にあたる本年度は，橋梁診断技術者育成課程と各講座のシラバスイメージについて技術

審査を実施するとともに，専門特修講座【構造物の詳細調査】の開発及び実証講座を実施する． 

 

図 2 橋梁メンテナンス技術者育成ステップアップ型リカレント教育プログラムの体系図 
 

3． 研究経過 

3.1 実施体制 

本研究は，申請者及び共同研究者に加え，神鋼検査サービス株式会社の佐々木昇氏とｉＭｅｃの掛

園恵特命助教の技術協力を得て実施した． 
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3.2 技術審査の実施 

開発プログラムの技術審査を行う外部機関として，社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会を

位置づけた．委員会構成を表 1 に示す． 

令和元年 10 月 18 日に開催した社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和元年度第 1 回）

では，橋梁診断技術者育成課程と各講座のシラバスイメージについて技術審査を実施した．各講座

のシラバスイメージ（後述の【構造物の詳細調査】を除く）を図 3 に示す．また，令和 2 年 3 月 16

日～27 日にかけてメール審議で開催した社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会（令和元年度

第 2 回）では，ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】カリキュラムの技術審査を実施した． 

表 1 社会基盤メンテナンス技術レベル検討委員会の構成 

委 員 長 （国研）土木研究所構造物メンテナンス研究センター橋梁構造研究グループ 上席研究員 

副委員長 国土交通省近畿地方整備局道路部道路保全企画官 

委 員 京都府中丹広域振興局 建設部長 

委 員 舞鶴市 建設部長 

委 員 （一財）京都技術サポートセンター 理事長 

委 員 （一社）プレストレスト・コンクリート建設業協会関西支部保全部会 保全委員 

委 員 （一社）日本橋梁建設協会 技術顧問 

委 員 （一社）建設コンサルタンツ協会近畿支部 会員 

委 員 京都大学経営管理大学院 教授 

委 員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 教授 

委 員 舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科 講師 

図 3 各講座のシラバスイメージ 
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3.3 本年度の教育プログラム開発の実施 

本年度は，橋梁診断技術者養成課程を構成する専門特修講座の一つである【構造物の詳細調査】を

開発対象とし，ｅ＋ｉＭｅｃ講習会カリキュラムの構築と教育コンテンツの開発を実施した．開発で

は，既存のｅ＋ｉＭｅｃ講習会【鋼構造物の非破壊検査】の内容に，鋼構造物の目視調査とコンクリ

ート構造物の詳細調査の内容を追加し，新たなｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】として講座

全体を再編成した．ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】カリキュラムを図 4 に示す． 

 

図 4 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】カリキュラム 

 

3.4 開発教育プログラムの実証講座の開催 
ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】の実証講座については，京都府北部社会基盤メンテナ

ンス推進協議会（会長：舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科教授 玉田和也）の協力を得て受

講者を募集し，当初，令和 2 年 3 月 17 日～18 日に開催することで進めたが，新型コロナウイルス感

染拡大の影響により開催日程を延期し，令和 2 年 6 月に実施する予定である． 

 

4． 研究成果 
4.1 開発教育プログラムの概要 

本講座では，現場で橋梁点検に携わる技術者が時間・場所を選ばず必要な時に必要な知識を学修

できる環境として，図 5 に示すクラウド上にオンデマンド型自己学修支援システムによりｅラーニ

ング講座を提供することとした．ｅラーニングの受講画面例を図 6 に示す．受講者は，講習会まで

の事前学修として所定のｅラーニング講座を受講して必要な知識の修得に取組み，講習会では，実

習・演習を中心としたアクティブ・ラーニングにより，ｅラーニングで修得した知識の定着・深化
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と鋼及びコンクリート構造物の詳細調査に関する技能の修得を目指す．なお，図 5 に示すとおり，

ｅラーニング講座は講習会終了後の継続学修として，受講者が常時アクセス可能な状態を保持する

ことで，受講者に対する継続的なリカレント教育を支援する仕組みとする． 

ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調

査】のシラバスを表 2 に，教育コンテン

ツ一覧を表 3 に示す．開発した専門特修

講座の修了要件として，所定のｅラーニ

ング講座を受講・修了すること，及び，

講習会の全時限に出席しカリキュラムを

全て修了することを定めている．なお，

ｅラーニング講座は，チェックテスト

（10 問/講座×5 講座＝50 問）全問正解

で事前学修の修了証を発行する．2 日間

の講習会の最後には，修得を目指す知識

及び技能（到達目標）に対する学修到達

度確認試験（問題数 20 問，回答時間 30

分）を実施する． 

 

 

  

  
図 6 ｅラーニング講座（上段）及びチェックテスト（下段）の受講画面例 

図 5 オンデマンド型自己学修支援システム 
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表 2 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】シラバス 

講 座 名 称 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】（専門特修講座） 
※本講座は橋梁診断技術者認定講座の事前受講講座に指定予定． 

開 催 日 程 ｅラーニング（2 週間）＋講習会（2 日間）  
修得を目指す 
知識及び技能 
（到達目標） 

構造物の詳細調査に関する専門的な知識及び技能として，以下の修得を目指す． 
・変状に応じた詳細調査手法の選択と，詳細調査結果に基づく損傷評価や措置の必要

性の判断に必要な知識を修得する． 
・鋼構造物の汎用的な非破壊検査について，実施に必要な知識及び技能を修得する． 
・コンクリート構造物の汎用的な微破壊調査，非破壊調査について，実施に必要な知

識及び技能を修得する． 
受 講 資 格 特になし．但し，橋梁点検に関する基礎的な知識及び技能（准橋梁点検技術者の技術

レベル相当）を修得していることが望ましい． 
教 育 方 法 講習会の事前学修として，所定のｅラーニングコースを受講する． 

講習会は，ｅラーニングで修得した知識の定着・深化と詳細調査に関する技能の修得

のため，体験型学修や実習等のアクティブ・ラーニングの形式で実施する． 
学 修 時 間 ｅラーニング（事前学修）：学修期間：講習会前の 2 週間， 

所要時間：約 6 時間 ／ 講習会：約 14 時間（2 日間） 
修 了 要 件 所定のｅラーニングコースを受講・修了すること，及び，講習会の全時限に出席しカ

リキュラムを全て修了すること． 
到 達 度 評 価 講習会の最後に，修得を目指す知識及び技能（到達目標）に対する学修到達度チェッ

クを実施する． 
 

表 3 ｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物の詳細調査】教育コンテンツ一覧 
教育コンテンツ 数量 

１．カリキュラム 一式 
２．ｅラーニング教材  
 ２－１．鋼構造物の詳細調査  

  01_鋼構造物の劣化と点検の着目点 学修時間 1.5 時間 
チェックテスト 10 問 

  02_鋼構造物の詳細調査 学修時間 1.5 時間 
チェックテスト 10 問 

 ２－２．コンクリート構造物の詳細調査  

  01_コンクリート構造物の詳細調査の目的と必要性 学修時間 1 時間 
チェックテスト 10 問 

  02_コンクリート構造物の詳細調査が必要な変状の着目点 学修時間 1 時間 
チェックテスト 10 問 

  03_コンクリート構造物の詳細調査 学修時間 1 時間 
チェックテスト 10 問 

３．講習会テキスト 一式 
４．講習会スライド 一式 
５．講習会演習教材  
 ５－１．鋼構造物の非破壊検査実習  

  
浸透探傷試験（ＰＴ），磁気探傷試験（ＭＴ），超音波探傷試験

（ＵＴ），過流探傷試験（ＥＴ（膜厚計）），赤外線サーモグラ

フィ試験（ＴＴ），放射線透過試験（ＲＴ） 

一式 
（６手法） 

 ５－２．コンクリート構造物の変状の着目点と観察 一式 
 ５－３．コンクリート構造物の詳細調査実習  

  コア採取，はつり，ドリル削孔，テストハンマ強度，電磁波レー

ダー法，赤外線法，打音法，超音波法，表面吸水試験 
一式 

（９手法） 
６．学修到達度確認試験 20 問 
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4.2 アクティブ・ラーニング（講習会）の概要 

舞鶴工業高等専門学校社会基盤メンテナンス教育センター（ｉＭｅｃ）を会場に実施する講習会は，

ｅラーニングによる事前学修を前提に大幅にアクティブ化し，実物劣化モデルを用いた鋼構造物，及

び，コンクリート構造物の汎用的な詳細調査の実習・演習を，2 日間の短期間で学修する構成とした． 

コンクリート構造物に関する演習では，図 7 に示す変状の着目点と観察演習の後，図 8 に示す詳細

調査実習を行う構成とした．これにより，受講生は，詳細調査の知識及び技能だけでなく，構造物の

状況に応じて詳細調査方法を効果的にコーディネートすることを学修できる．これは，橋梁診断につ

ながる実務において特に求められる能力である． 

 

  

  
図 7 演習：コンクリート構造物の変状の着目点と観察 

  
図 8 演習：コンクリート構造物の詳細調査実習 



様式 7-2 
近畿建設協会研究助成報告書 

8 
 

5． まとめ 

本研究では，橋梁点検技術者育成課程（【導入編（橋梁点検）】，【基礎編（橋梁点検）】，【応

用編（橋梁点検）】）の上位プログラムとして，橋梁診断技術者育成課程を新設するため，約 3 ヵ年

で新たに 4 つの専門特修講座（【橋梁長寿命化対策】，【構造物の詳細調査】，【施工技術と施工管

理】，【建設ＩＣＴ】）と【橋梁診断技術者認定講座】を開発し，実証講座による検証を行う．初年

度にあたる本年度は，橋梁診断技術者育成課程と各講座のシラバスイメージについて技術審査を実施

するとともに，専門特修講座【構造物の詳細調査】のｅ＋ｉＭｅｃ講習会のカリキュラムを構築し，

教育コンテンツの開発を実施した．開発した教材を以下に示す． 

・ｅラーニング講座     所要時間約 6 時間 

   「鋼構造物の劣化と点検の着目点」 

   「鋼構造物の詳細調査」 

   「コンクリート構造物の詳細調査の目的と必要性」 

   「コンクリート構造物の詳細調査が必要な変状の着目点」 

   「コンクリート構造物の詳細調査」 

・ｅラーニングチェックテスト   10 問×5 講座（合格基準：全問正解） 

・講習会テキスト，講習会スライド，講習会演習教材 

・学修到達度確認試験    問題数 20 問，回答時間 30 分 
今後は，新型コロナウイルス感染拡大の影響から開催日程を延期したｅ＋ｉＭｅｃ講習会【構造物

の詳細調査】の実証講座を実施（令和 2 年 6 月予定）し，カリキュラム及び教育コンテンツの検証と

課題抽出，改善に取組む．正式に開講した後は，年 1～2 回を目途にｉＭｅｃにおいて講習会を開催

予定である．また，橋梁診断技術育成課程を構成する他の講座についても，令和 2 年度に開発に着手

し，実証講座の開催を経て，順次，正式開講する．令和 3 年度には，新規技術資格『橋梁診断技術

者』を創設し，橋梁メンテナンス技術者のリカレント教育による学びとキャリア向上の好循環に繋げ

るリカレント教育プログラム体系を構築したいと考えている． 

本研究成果を活用し，ｉＭｅｃで地元の技術者の育成を行う他，『KOSEN 型産学共同インフラメ

ンテナンス人材育成システムの構築』の取組として，連携 4 高専（福島，長岡，福井，香川），及び，

放送大学と連携し，インフラメンテナンス技術者育成の取組を全国の高専へ展開する予定である． 
 

＜参考情報＞ ・iMec ホームページ：https://www.maizuru-ct.ac.jp/imec/ 
・KOSEN-REIM ホームページ：https://www.maizuru-ct.ac.jp/kosen-reim/ 
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